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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第３四半期累計期間
第15期

第３四半期累計期間
第14期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年12月31日

自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （千円） 1,759,950 1,621,336 2,357,087

経常利益 （千円） 657,858 207,661 778,559

四半期（当期）純利益 （千円） 418,939 129,111 483,036

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 395,246 395,473 395,462

発行済株式総数 （株） 20,941,200 20,966,400 20,965,200

純資産額 （千円） 2,655,597 2,639,259 2,720,126

総資産額 （千円） 3,008,438 3,661,631 3,172,144

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 20.05 6.22 23.11

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 19.96 6.21 23.01

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 88.27 72.08 85.75

 

回次
第14期

第３四半期会計期間
第15期

第３四半期会計期間

会計期間
自2018年10月１日
至2018年12月31日

自2019年10月１日
至2019年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.14 1.80

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については関連会社が存在していないため、記載しておりません。

４．当社は、2018年７月28日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前事

業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整

後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は2019年６月28日提出の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策や日本銀行の金融緩和等を背景に、企業業

績や雇用・所得情勢の改善が続き、緩やかな景気回復基調で推移しました。一方で、長引く米中貿易摩擦、英国の

EU離脱問題などにより世界経済の不確実性が依然として高いことや国内各地で発生した自然災害の影響や消費税増

税による個人消費への影響等により先行きについては引き続き不透明な状況となっております。

雇用情勢におきましては、厚生労働省が発表した2019年12月の有効求人倍率は1.57倍と高い水準を維持しており

ます。

インターネット関連業界におきましては、「2018年 日本の広告費」（株式会社電通 2019年２月28日発表）によ

りますと、大規模プラットフォーマーを中心に、自社プラットフォームを保有している媒体社が運用型広告の機能

拡充と共に広告販売に注力した結果、インターネット広告媒体費は前年比118.6％の１兆4,480億円となり、継続し

て拡大しております。

このような環境の下、当社におきましては、人材系メディアにおいては市場全体における人材サービスの多様化

及び当社クライアントニーズの多様化に対しサイト改善や集客経路の見直し等の対応を実行したほか、マーケティ

ングソリューションにおいてもアカウント獲得は順調に推移したものの当初の想定より収益化が遅れたため商品形

態の変更を実施いたしました。また、事業譲受した不動産賃貸メディア「DOOR賃貸」の運営を2019年12月から開始

しております。

 

a．財政状態

（資産の部）

当第３四半期会計期間末における総資産残高は3,661百万円となり、前事業年度末に比べ489百万円増加しまし

た。これは主に、のれんの増加1,191百万円、繰延税金資産の増加533百万円、未収消費税等の増加164百万円、投資

有価証券の増加150百万円、現金及び預金の減少1,549百万円によるものです。

 

（負債の部）

当第３四半期会計期間末における負債の残高は1,022百万円となり、前事業年度末に比べ570百万円増加しまし

た。これは主に、長期借入金の増加640百万円によるものです。

 

（純資産の部）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は2,639百万円となり、前事業年度末に比べ80百万円減少しまし

た。これは主に、利益剰余金の増加129百万円、自己株式の増加210百万円によるものです。

 

b．経営成績

　当第３四半期累計期間の売上高は1,621百万円（前年同四半期比7.9％減）となりました。また、営業利益は207百

万円（同68.4％減）、経常利益は207百万円（同68.4％減）、四半期純利益は129百万円（同69.2％減）となりまし

た。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

（事業譲渡契約）

　当社は、2019年10月17日開催の取締役会において、当社が株式会社リブセンスから成功報酬型賃貸情報サイト

「DOOR賃貸」を譲り受けることを決議し、同日付で事業譲渡契約を締結し、2019年12月１日付で事業譲受を実施致

しました。

詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」に記載のとおりでありま

す。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,800,000

計 76,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,966,400 20,966,400
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

であります。

単元株式数は100株でありま

す。

計 20,966,400 20,966,400 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2020年２月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 20,966,400 － 395,473 － 353,473

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 407,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,556,200 205,562 単元株式数100株

単元未満株式 普通株式 2,600 － －

発行済株式総数  20,966,400 － －

総株主の議決権  － 205,562 －

 

 

②【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社キャリアイン

デックス

東京都目黒区下目黒

一丁目８番１号
407,600 － 407,600 1.94

計 － 407,600 － 407,600 1.94

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2019年10月１日から2019年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,613,350 1,064,231

売掛金 326,504 239,523

前払費用 15,911 18,502

未収消費税等 8,538 172,891

未収還付法人税等 － 71,295

その他 17,866 24,301

貸倒引当金 △34 △34

流動資産合計 2,982,136 1,590,710

固定資産   

有形固定資産   

建物附属設備（純額） 3,091 2,406

工具、器具及び備品（純額） 1,963 4,669

有形固定資産合計 5,054 7,076

無形固定資産   

ソフトウエア 39,576 53,693

のれん 38,141 1,229,459

顧客関連資産 42,673 37,493

無形固定資産合計 120,391 1,320,646

投資その他の資産   

投資有価証券 18,000 168,359

敷金 12,527 11,983

繰延税金資産 － 533,514

会員権 28,300 28,300

長期前払費用 5,733 1,039

投資その他の資産合計 64,561 743,196

固定資産合計 190,007 2,070,920

資産合計 3,172,144 3,661,631

負債の部   

流動負債   

買掛金 6,576 14,705

未払金 246,368 187,238

未払費用 16,778 6,566

未払法人税等 169,154 －

前受金 4,667 4,928

預り金 6,072 3,679

賞与引当金 － 5,235

1年内返済予定の長期借入金 － 160,000

その他 64 16

流動負債合計 449,681 382,371

固定負債   

長期借入金 － 640,000

繰延税金負債 2,335 －

固定負債合計 2,335 640,000

負債合計 452,017 1,022,371

純資産の部   

株主資本   

資本金 395,462 395,473

資本剰余金 353,587 353,598

利益剰余金 1,971,544 2,100,655

自己株式 △467 △210,467

株主資本合計 2,720,126 2,639,259

純資産合計 2,720,126 2,639,259

負債純資産合計 3,172,144 3,661,631
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 1,759,950 1,621,336

売上原価 75,467 106,967

売上総利益 1,684,483 1,514,368

販売費及び一般管理費 1,026,537 1,306,554

営業利益 657,946 207,814

営業外収益   

受取利息 11 12

為替差益 － 0

雑収入 － 37

営業外収益合計 11 49

営業外費用   

支払利息 － 203

為替差損 98 －

営業外費用合計 98 203

経常利益 657,858 207,661

税引前四半期純利益 657,858 207,661

法人税等 238,919 78,549

四半期純利益 418,939 129,111
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

減価償却費 12,078千円 16,194千円

のれんの償却額 12,713 22,831

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月21日

取締役会
普通株式 52 5 2018年３月31日 2018年６月13日 利益剰余金

（注）１．１株当たり配当額は、東京証券取引所市場第一部へ市場変更したことによる記念配当５円でありま

す。

２．当社は、2018年７月28日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。なお、１

株当たり配当額については、当該株式分割前の株式数を基準に記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2019年８月19日開催の取締役会決議に基づき、自己株式400,000株の取得を行いました。この結

果、当第３四半期累計期間において自己株式が210,000千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株

式が210,467千円となっております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

当社は、2019年10月17日開催の取締役会において、以下の事業を譲り受けることを決議し、同日付で事業譲渡

契約を締結し、2019年12月１日付で事業譲受を実施致しました。

(1）企業結合の概要

① 相手先企業の名称

株式会社リブセンス

② 譲り受けた事業の内容

成功報酬型賃貸情報サイト「DOOR賃貸」

③ 事業の譲受の理由

当社は、人材関連サイト、スクール情報サイトを運営しており、新たな分野への進出による事業ポート

フォリオ拡大により、企業価値の向上を図ることを目的としております。

④ 企業結合日

2019年12月１日

⑤ 企業結合の法的形式

事業譲受

⑥ 事業取得企業を決定するに至った根拠

当社が現金を対価として、成功報酬型賃貸情報サイト「DOOR賃貸」を譲り受けたことによるものです。

(2）四半期累計期間に係る四半期損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

2019年12月１日から2019年12月31日まで

(3）取得した事業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価（現金）　　　1,750百万円

取得原価　　　　　　　　1,750百万円

(4）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

1,214百万円

　なお、のれんの金額は当第３四半期会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的

に算定された金額であります。

② 発生原因

今後の事業展開によって期待される超過収益力であります。

③ 償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、集客代行事業の単一のセグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 20.05円 6.22円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 418,939 129,111

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 418,939 129,111

普通株式の期中平均株式数（株） 20,889,635 20,764,280

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 19.96円 6.21円

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 103,214 30,516

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）当社は、2018年７月28日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前事業年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

 

2020年２月14日

株式会社キャリアインデックス
 

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日高　真理子　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡部　誠　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャリ

アインデックスの2019年４月１日から2020年３月31日までの第15期事業年度の第３四半期会計期間（2019年10月１日から

2019年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャリアインデックスの2019年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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